


９月28日（日）
国営武蔵丘陵・森林公園にて

▲　「始まります、お集まりくださ～い」岩渕副理事長

▲　大勢の参加者が熱心に聞く ▲　新井理事長あいさつ

▲　本部では、完歩賞準備で大忙し！



▲　お茶を飲んでひと休み

▲　「お疲れ様でした～」



▲　受賞した市川理事を囲んで　



組合功労者表彰受賞者のことば組合功労者表彰受賞者のことば



暑気払いを開催！ ８月８日（金）　マロウドイン熊谷　９Ｆラウンジにて

▲　井坂会長の開会挨拶 ▲　大谷副理事長、乾杯前の挨拶

▲　小野会員による中締め　その１ ▲　設楽会員による中締め　その２ ▲　開催地代表、飯田会員による中締め　その３

▲　外は、すっかり暗くなりました



憧れの山へ
副理事長　渋 木 理 俊

▲　7：24 熊沢田代から見る燧ケ岳山頂 ▲　11：48 大江湿原

▲　9：20 山頂から見下ろす尾瀬沼

▲　7：31 木道脇の紅葉 ▲　11：55 大江湿原からの燧ケ岳

▲　10：54 尾瀬沼





経営革新・マーケティング委員会

教育・労務委員会

環境委員会

組織委員会

共済事業委員会

印刷協議会 各委員会　報告要旨印刷協議会 各委員会　報告要旨



熊谷14日会　30周年記念旅行 サンライズ出雲で行く石見銀山・玉造温泉の旅
平成20年９月５日（金）～８日（月）



ソフトボール大会 平成20年９月15日（月）

▲　新井理事長あいさつ

▲　始球式



◇全日本印刷工業組合連合会といえば我が埼玉県印刷工業組合など全国都道府県ごと47の単位組合をたばねた連合組
織である。印刷産業が今日置かれた厳しい経営環境にあって、個々の企業の舵取り役を引き受けている。しかし今日の
経営環境の厳しさは尋常ではない。全印工連の機関誌「日本の印刷」９月号に、この間（６月上旬～７月中旬）開かれ
た全国８ブロックの地区印刷協議会での、単位印工組役員と全印工連の会長や専務理事とのやりとりが報告として掲載
されている。◇全印工連はここ５～６年の間、全国の印刷業組合員の窮状を打開するために経営革新として、「業態変革」
やワンストップサービス等々のスローガンを掲げて組合員の業態刷新を勧めてきた。しかし全国の組合員にとって、そ
の課題達成はなかなかに難しいことである。IT 産業への変身一つでもなかなか効果をもたらすレベルまで改革できてい
ないのでないか。◇本年度から前任の浅野会長に代って会長職についた水上氏は「変えないリスクと変えるリスク」に
たとえて、変えないリスクの方が先にいって後悔が大きいのではないか、変えるリスクの危機をこそ乗り越える体力、
勇気をもとうと、参加した地区協議会でのやりとりで語っている。「座して死を待つか、経営資源を投入して前進するか
のどちらかである」と。（四国地区印刷協議会での水上会長発言）我々個々の組合員も、ここまで追いつめられているこ
とを知らねばならないということだろう。（S.O）


